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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間（平成27年10月１日～平成28年３月31日）における世界経済は、米国では緩やかな回復基

調が続きましたが、中国および新興国における経済成長ペースの鈍化などにより先行きが懸念される状況で推移い

たしました。わが国経済も減速する世界経済の影響を受け、先行きに不透明感が増しております。

 当社が参入しております電子部品業界は、スマートフォン市場の伸びが鈍化しているものの、車載用途向け電子

部品の市場は堅調を維持しております。

 この様な環境の中、当社におきましては、既存取引の強化及び新規顧客の獲得や取扱商品の拡大に積極的に取り

組み収益性の向上を目指してまいりました。具体的には仕入先と協働し顧客ニーズを的確に捉え、販売計画等の情

報について早期キャッチアップとフォローに努めてまいりました。その結果、スマートフォン向け半導体の販売は

減速したもののＬＣＤモジュールは好調に推移しました。

 売上高は521億28百万円（前年同四半期比30.3％増）となりましたが、円高等に伴う採算悪化により営業損失が

１億１百万円（前年同四半期は営業利益６億65百万円）発生しました。為替差益が１億42百万円発生したことなど

により、経常利益は74百万円（前年同四半期比93.4％減）、四半期純利益は45百万円（前年同四半期比93.7％減）

となりました。

 

 当第２四半期累計期間における事業部門別概況は以下のとおりであります。

 

① 半導体事業

 半導体事業は、当社取扱い製品が採用されているスマートフォンモデルの生産調整の影響を受け売上高が鈍化

する傾向となりました。一方、白物家電や車載用途向け半導体の需要は堅調に推移いたしました。

 以上の結果、売上高は162億86百万円(前年同四半期比10.5％減)となりました。

 

② ＬＣＤモジュール事業

 ＬＣＤモジュール事業は、最先端技術である薄型化・軽量化・低消費電力化を図ったインセル技術を採用した

顧客ニーズに合致した競争力のある製品の販売に注力してまいりました。これによりビジネスの拡大を図ること

ができました。

 以上の結果、売上高は230億40百万円（前年同四半期比170.6％増）となりました。

 

③ パネル事業

 パネル事業は、国内パソコン市場の縮小傾向や単価の下落が続く中で、ノートブックパソコンやスタンダード

なデスクトップモニター向けの販売数量・金額は減少しましたが、ＩＴ向けの大型・高付加価値デスクトップモ

ニターや大型・高精細パブリックディスプレイの分野での拡販により販売数量・金額も増加しました。また、顧

客・仕入先との緊密な連携を維持し、携帯用小型パネルの販売が寄与した事により売上は微増となりました。

 以上の結果、売上高は118億11百万円（前年同四半期比0.7％増）となりました。

 

④ 電子材料事業

 電子材料事業は、スマートフォン用Li-ion(リチウム・イオン)バッテリーセルは新規受注機種が無く、また有

機ＥＬ用封止材も顧客製品の販売不振から需要が大幅に減少しました。

 以上の結果、売上高は９億89百万円（前年同四半期比36.6％減）となりました。

 

 

(2）財政状態に関する説明

資産・負債・純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産は、現金及び預金が１億26百万円、売掛金が73億７百万円、商品が11億90百万

円減少したこと等により、271億97百万円（前事業年度末比87億99百万円減）となりました。

 当第２四半期会計期間末の負債は、買掛金が94億33百万円減少したこと、短期借入金が11億97百万円増加した

こと等により、202億96百万円（前事業年度末比87億52百万円減）となりました。

 当第２四半期会計期間末の純資産は、四半期純利益により利益剰余金が45百万円増加したこと、剰余金の配当

に伴う利益剰余金の減少が86百万円あったこと等により、69億１百万円（前事業年度末比47百万円減）となりま

した。
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キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動、投資活動、財

務活動による各キャッシュ・フローが合計で１億26百万円減少し、13億98百万円となりました。

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において営業活動に使用した資金は、14億22百万円（前年同四半期は資金の増加18億１

百万円）となりました。

 これは主に、増加要因として売上債権の減少額73億７百万円、たな卸資産の減少額11億90百万円、減少要因と

して仕入債務の減少額94億33百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果得られた資金は、50百万円（前年同四半期は資金の減少５百万

円）となりました。

これは主に、出資金の回収による収入55百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は、13億35百万円（前年同四半期は資金の減少３

億49百万円）となりました。

 これは主に、短期借入金の純増加額14億85百万円、長期借入金の返済による支出60百万円、配当金の支払いに

よる支出86百万円等によるものであります。

(3）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年９月期の業績予想につきましては、平成28年５月２日に「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表い

たしました通期の業績予想に変更はございません。

 為替相場や当社製品を採用しているスマートフォン等の最終製品の動向がより明確になり、業績予想を見直す必

要が生じた場合には、適時に見直し数値を開示する予定であります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（３）追加情報

法人税率の変更等による影響

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等法律」（平成

28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以降に開始する事業年度から法人税率等の引

下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率

は従来の32.3％から平成28年10月１日に開始する事業年度及び平成29年10月１日に開始する事業年度に解消が見込

まれる一時差異については30.86％に、平成30年10月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時差異等

については、30.62％となります。

 この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）は14,399千円、法人税等調整

額が14,124千円それぞれ減少し、その他有価証券評価差額金が275千円増加しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,527,319 1,400,724 

売掛金（純額） 16,448,139 9,140,771 

商品 13,506,462 12,316,419 

その他 1,533,132 1,466,358 

流動資産合計 33,015,053 24,324,273 

固定資産    

有形固定資産 2,620,722 2,578,304 

無形固定資産 8,638 9,535 

投資その他の資産 352,601 285,373 

固定資産合計 2,981,962 2,873,213 

資産合計 35,997,016 27,197,486 

負債の部    

流動負債    

買掛金 20,607,290 11,173,414 

短期借入金 5,999,959 7,197,259 

1年内返済予定の長期借入金 120,000 120,000 

未払法人税等 255,044 9,033 

賞与引当金 43,721 29,864 

役員賞与引当金 30,000 － 

その他 172,365 91,685 

流動負債合計 27,228,381 18,621,258 

固定負債    

長期借入金 900,000 840,000 

退職給付引当金 91,763 103,163 

役員退職慰労引当金 322,802 344,474 

投資損失引当金 73,879 － 

資産除去債務 30,206 30,429 

その他 401,657 357,040 

固定負債合計 1,820,309 1,675,106 

負債合計 29,048,690 20,296,365 

純資産の部    

株主資本    

資本金 550,450 550,450 

資本剰余金 2,382,670 2,382,670 

利益剰余金 4,038,838 3,997,782 

自己株式 △41,153 △41,153 

株主資本合計 6,930,805 6,889,750 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 17,520 11,371 

評価・換算差額等合計 17,520 11,371 

純資産合計 6,948,325 6,901,121 

負債純資産合計 35,997,016 27,197,486 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 40,003,865 52,128,386 

売上原価 38,613,187 51,427,198 

売上総利益 1,390,677 701,187 

販売費及び一般管理費    

給料手当及び賞与 268,987 262,838 

退職給付費用 28,032 14,037 

役員退職慰労引当金繰入額 12,918 21,672 

賞与引当金繰入額 35,355 29,944 

その他 379,659 474,046 

販売費及び一般管理費合計 724,953 802,538 

営業利益又は営業損失（△） 665,723 △101,350 

営業外収益    

受取利息及び配当金 1,668 2,816 

為替差益 491,270 142,790 

匿名組合投資利益 4,381 78,782 

その他 21,307 20,052 

営業外収益合計 518,627 244,442 

営業外費用    

支払利息 42,333 42,483 

支払手数料 5,452 5,978 

売上債権売却損 1,089 19,645 

その他 104 34 

営業外費用合計 48,980 68,142 

経常利益 1,135,371 74,949 

特別損失    

投資有価証券評価損 10,600 － 

特別損失合計 10,600 － 

税引前四半期純利益 1,124,771 74,949 

法人税、住民税及び事業税 245,663 7,496 

法人税等調整額 159,568 22,358 

法人税等合計 405,232 29,855 

四半期純利益 719,538 45,094 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 1,124,771 74,949 

減価償却費 57,160 52,784 

長期前払費用償却額 1,636 1,649 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 754 △140 

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,649 △13,856 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,000 △30,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,375 11,400 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,346 21,672 

長期未払金の増減額（△は減少） △397 △71 

投資有価証券評価損益（△は益） 10,600 － 

受取利息及び受取配当金 △1,668 △2,816 

支払利息 42,333 42,483 

為替差損益（△は益） △272,284 △193,913 

匿名組合投資損益（△は益） △4,381 △78,782 

売上債権の増減額（△は増加） △1,974,183 7,307,368 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,908,696 1,190,042 

仕入債務の増減額（△は減少） 5,016,729 △9,433,875 

その他 △74,192 △79,439 

小計 1,997,255 △1,130,545 

利息及び配当金の受取額 1,585 2,789 

利息の支払額 △42,339 △42,500 

法人税等の支払額 △155,482 △251,977 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,801,019 △1,422,233 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △0 △0 

出資金の回収による収入 － 55,081 

有形固定資産の取得による支出 △5,659 △3,650 

無形固定資産の取得による支出 － △3,294 

関係会社貸付金の回収による収入 2,936 － 

従業員に対する長期貸付けによる支出 △5,215 △5,961 

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 2,322 1,415 

預り保証金の受入による収入 － 6,698 

差入保証金の差入による支出 △29 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,646 50,289 
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    (単位：千円) 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 1,485,964 

長期借入金の返済による支出 △60,000 △60,000 

リース債務の返済による支出 △3,440 △3,956 

自己株式の取得による支出 △63 － 

配当金の支払額 △86,084 △86,106 

財務活動によるキャッシュ・フロー △349,588 1,335,901 

現金及び現金同等物に係る換算差額 260,409 △90,552 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,706,193 △126,595 

現金及び現金同等物の期首残高 1,949,664 1,525,296 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,655,858 1,398,701 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日）

 当社の事業は、「電子部品関連事業」以外の重要なセグメントがないため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

 当社の事業は、「電子部品関連事業」以外の重要なセグメントがないため、記載を省略しております。
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